
■ミニトマト・トマトの殺虫剤
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－ ｼﾞｱﾐﾄﾞ プ レ バ ソ ン フ ロ ア ブ ル 5 100倍
1株当り25ml灌注
（1株あたり0.25ml）

育苗期後半
～定植当日

１ ● ●
・コナジラミ類、ハモグリバエ類に200倍で1株あたり50mlの登
録あり。

－
400株当り10～20L灌注

(1株当り25～50ml）
育苗期後半
～定植当日

1 ● ● ● ● トマトキバガに登録あり。

400株当り20～200L灌注
(1株当り50～500ml）

定植直後 １ ●

－ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 顆 粒 水 溶 剤 100倍
1箱あたり500mｌ灌注

（１箱あたり5g）
鉢上時又は

定植時
１ ●

－ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 粒 剤 - 1～2g/株：植穴土壌混和 定植時 1
1g
●

● ●
・ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁに影響を及ぼす恐れがあるので注意する。
・育苗期の株元散布でﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類に登録あり。

－ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ア ク タ ラ 粒 剤 ５ - 1～2g/株：植穴土壌混和 定植時 1
1g
●

● ・ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁに影響を及ぼす恐れがあるので注意する。

－ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ ス タ ー ク ル 顆 粒 水 溶 剤 2000～3000倍 33〜50g 前日 2 ●
・ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁに影響を及ぼす恐れがあるので注意する。
・2000倍でｶﾒﾑｼ類の登録あり。

劇 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ モ ス ピ ラ ン 顆 粒 水 溶 剤 2000倍 50g 前日 3 ● ● ● ・ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁに影響を及ぼす恐れがあるので注意する。

劇 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ アドマイヤー顆粒水和剤 5000～10000倍 10〜20g 前日 2 ● ● ・ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁに影響を及ぼす恐れがあるので注意する。

2000倍 50g ●

2000～4000倍 25～50g ● ●

－ ｽﾙﾎｷｼｲﾐﾝ トランスフォームフロアブル 1000～2000倍 50～100ml 前日 2
2,000

●
● ・トマトサビダニにも登録あり。

2000倍 50g ● ●

2000～4000倍 25～50g ●

－ ｱﾐﾉｷﾅｿﾞﾘﾝ コ ル ト 顆 粒 水 和 剤 4000倍 25g 前日 3 ● ●

－ ｼﾞｱﾐﾄﾞ プ レ バ ソ ン フ ロ ア ブ ル 5 2000倍 50ml 前日 3 ● ●

－ ｼﾞｱﾐﾄﾞ ベ ネ ビ ア OD 2000～4000倍 25～50ml 前日 3
2,000

●
2,000

●
●

2,000

●
2,000

●
2000倍でトマトキバガに登録あり。

－ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ ア フ ァ ー ム 乳 剤 2000倍 50ml 前日 5 ● ● ● ・トマトサビダニ、トマトキバガに登録あり。

－ IGR ノ ー モ ル ト 乳 剤 2000倍 50ml 前日 2 ● ●

劇 呼吸阻害 コ テ ツ フ ロ ア ブ ル 2000倍 50ml 前日 3 ● ● ● ・トマトサビダニ、トマトキバガにも登録あり

- ｽﾋﾟﾉｼﾝ スピノエース顆粒水和剤 5000倍 20g 前日 2 ● ● ●

－ ｽﾋﾟﾉｼﾝ デ ィ ア ナ Ｓ Ｃ 2500〜5000倍 20〜40ml 前日 2
2500

●
● ● ● ● 2500∼5000倍でトマトキバガに登録あり。

－ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ コ ロ マ イ ト 乳 剤 1500倍 66ml 前日 2 ● ● ● ・トマト：サビダニにも登録あり

400株当り25ml

－
・薬剤散布直後、直ちに吸汁活動を停止させるが、餓死
するまでには、時間を要する。

・ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁに影響を及ぼす恐れがあるので注意する。
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